
１　調査地区の概要

当調査地区は，武蔵国府関連遺跡の西府・本宿地

域に位置し，ＪＲ南武線西府駅の北東約 130 ｍ，甲

州街道の南約 230 ｍに所在する。地形的には府中崖

線から北約 300 ｍの立川段丘に立地する。遺構確認

面は第Ⅳ層である。

当地区の北北西 400 ｍに位置する熊野神社境内に

は，飛鳥時代の古墳である国史跡武蔵府中熊野神社

古墳がある。この古墳は，発掘調査で確認されたも

のとしては全国でも４例ほどしかない葺石の上円下

方墳である。

当地区が所在する崖線上の台地縁辺には，縄文時

代前期・中期の集落跡である本宿町遺跡や古墳時代

後期・終末期の古墳群である御嶽塚古墳群が広がっ

ている。さらに西府駅周辺では西府土地区画整理事

業に伴う発掘調査以来，複数の箇所で中世の大規模

な区画溝が発見されている。

２　遺構と遺物

当地区の調査では溝１条とピット２基が確認され

た。

溝

Ｌ 56 －ＳＤ 46 調査区内を南北に走り，両端と

も調査区外に延びる。規模は，長さ 6.15 ｍ以上，

検出面での幅約１ｍ～ 1.2 ｍ，底部の幅 0.9 ｍ～１

ｍ，深さ 0.12 ｍ～ 0.5 ｍを測り，断面形は皿形を

呈する。遺物の出土が無いために開削，埋没時期の

特定は難しいが，覆土は暗褐色を呈しており，鎌倉・

室町時代の特徴を示す。底面には硬質面が認められ

た。遺物は出土していない。
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遺 跡 名 武蔵国府関連遺跡

グ リ ッ ド Ｌ56－41次

所 在 地 東京都府中市本宿町１－43－８

現地調査期間 令和２年４月28日～令和２年５月14日

面 積 21㎡ 遺 物 出 土 量 コンテナ１箱(３袋)

検 出 遺 構 溝１条(Ｌ56－ＳＤ46)［鎌倉・室町時代］

調 査 担 当 者 西野善勝

調 査 従 事 者
大澤一重(府中市遺跡調査会)，髙﨑修吾・横田龍介・
大島進・岡崎誠二((株)Acube)
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第1846-1 図　調査地区位置図 (1/5,000)
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ピット

調査地区北端でピット２基が検出された。それぞれ一部が調査区外に及ぶ。規模はそれぞれ径

0.2ｍ～0.35ｍ，深さ約0.15ｍ～0.2ｍを測る。黒褐色土～黄褐色土を主体とする覆土を有する。

Ｌ 56 －ＳＤ 46 を切っていることから，所産年代は鎌倉・室町時代以降ということになるだろう。

遺物は出土していない。

表土・撹乱からの出土遺物

表土から古代の土師器片１点，撹乱土の中から古代の土師器片２点，近世の陶磁器片２点が見

つかった。いずれも小片で，図化には至らなかった。

３　まとめ

今回の調査で検出したＬ56－ＳＤ46の底面には，硬質面が認められた。これは人の通行があっ

たことを示すものと考えられる。調査区南西約 190 ｍに位置する西府駅の北側では，中世の大規

模な区画溝の中には硬化層を持つことから道路跡と考えられたものもある。この遺構も道路とし

て使用されたものと考えられる。

Ⅼ56－ＳＤ46　土層観察表

1.黒褐色土 ローム粒小粒少量，橙色粒小粒微量含む。しまりや

や弱。粘性やや弱。

2.黒褐色土 ローム粒小粒少量，橙色粒小粒極微量含む。しまり

やや強。粘性やや弱。やや硬化した層。

3.黄褐色土 暗褐色土少量含む。しまり強。粘性やや強。ＳＤ46

使用時における自然硬化。
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第 1846-5 図　Ｌ 56 －ＳＤ 46 断面 (南 )
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第 1846-6 図

調査地区全景 (南 )

第 1846-7 図

Ｌ56－ＳＤ46硬化面全景(南)

第 1846-8 図

北壁断面 (南 )
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